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韓
国
社
会
の
地
域
性

朝
倉
敏
夫

　

地
域
性
は
、
そ
れ
ぞ
れ
の
地
域
が
有
し
て

い
る
総
合
的
な
個
性
で
あ
り
、
そ
れ
ぞ
れ
の
地
域
に
お
け
る
自
然

・
人
文
に
関
す
る
多

く
の
事
象

の
相
互
作
用
に
よ
る
総
和
で
あ
る
と
解
さ
れ
て
い
る
。

　

こ
う
し
た
地
域
性
に
着
目
し
て
、
日
本
社
会
を

い
く

つ
か
の
異
質
的
な
社
会
構
造

の
集
合
と
し
て
理
解
し
よ
う
と
す
る
試
み
が
、

農
村
社
会
学

・
法
社
会
学

・
民
俗
学
な
ど
の
日
本
社
会
研
究
に
お

い
て
展
開
さ
れ
て
き

た
。

　

民
族
学

の
立
場
か
ら
は
、
岡
正
雄
の
多
元
的
な
日
本
民
族
文
化
起
源
論
に
触
発
さ
れ
た
形
で
、
蒲
生
正
男
、
江
守
五
夫
、
住
谷

一

彦

な
ど
に
よ

っ
て
さ
ま
ざ
ま
な
村
落
構
造
類
型
論
が
提
示
さ
れ
た
。
ま
た
、
日
本
文
化
の
地
域
性
に
つ
い
て
は
、
泉
靖

一
を
中
心
と

し
た
プ

ロ
ジ

ェ
ク
ト
に
よ
り

一
九
六
二
年
に
北
海
道
を
除
く
日
本
各
地
の

一
一
=
二
の
大
字
を
対
象
に
質
問
紙
法
に
よ
る
調
査
が
行

わ
れ
数
量
的
に
把
握
さ
れ
る
と
と
も
に

(Z
四ひq
餌
ω三
∋
鋤
帥
↓
o∋
。
Φ匹
鋤
一㊤
。。戯)
、
大
林
太
良
が
、
歴
史
、
民
俗
、
生
態
の
視
点
か
ら
新

た
な
文
化
領
域
を
設
定
し

(
一
九
九
〇
)、
米
山
俊
直
が
、
小
盆
地
宇
宙
論

(
一
九
八
九
)
を
提
起
し
て
い
る
。
さ
ら
に
、
パ
ー
ソ
ナ
リ

テ
ィ
に
関
し
て
祖
父
江
孝
男
を
は
じ
め
と
す
る

「県
民
性
」

の
研
究
が
あ
る

(祖
父
江

ヱ

九
七

一
)。



　

こ
の
よ
う
に
、
日
本
社
会

・
文
化
に
つ
い
て
は
、
そ
の
地
域
性
が
多
く
の
民
族
学
者
の
関
心
を
引
き

つ
け
、
多
く
の
成
果
を
収
め

て
き
た
と
い
え
よ
う
。

こ
れ
に
対
し
て
韓
国
社
会

・
文
化
に
つ
い
て
は
、
こ
れ
ま
で
そ
の
地
域
性
が
ほ
と
ん
ど
論
じ
ら
れ
て
こ
な
か

っ
た
。
本
稿
で
は
、
日
本
社
会

・
文
化

の
地
域
性
を
め
ぐ
る
論
議
を
念
頭
に
お
き
な
が
ら
、
韓
国
に
お
け
る
地
域
性
に

つ
い
て
、
そ

の
形
成
条
件
と
地
域
区
分
を
提
示
し
、

こ
れ
に
関
す
る
従
前

の
民
俗
学

・
民
族
学
的
研
究
を
整
理
し
、
今
後
の
研
究
に
お
け
る
課
題

に

つ
い
て
検
討
す
る
こ
と
に
す
る
。

地
域
性
の
形
成
条
件

1　 地域性 と歴 史

　

大
林
は
、
「
文
化
領
域
設
定

の
要
因
と
し
て
、
自
然
環
境
な

い
し
生
態
的
要
因
を
重
視
す
る
考
え
方
と
、
歴
史
を
重
視
す
る
考
え
方

が
あ
る
。
こ
こ
で
東
ア
ジ
ア
の
よ
う
に
、
高
度
な
、
か
つ
個
性
あ
る
文
明
が
併
存
し
て
い
た
地
域
で
は
、

(1
)
ま
ず
主
と
し
て
歴
史

的

要
因
に
よ

っ
て
朝
鮮
文
化
と
い
っ
た
大
区
画
が
設
定
さ
れ
、

(2
)
次
に
そ
の
内
部
に
中
区
画
が
設
定
さ
れ
る
と
き
、
そ
こ
に
は
生

態

学
的
要
因
が
働
い
て
い
る
。
そ
の
下
の
レ
ベ
ル
の
小
区
画
は
、
主
と
し
て
歴
史
的
要
因
に
よ
る
も
の
で
あ
ろ
う
。
自
然
環
境
と
い

う
要
因
は
、
も
は
や
大
き
な
生
態
学
的
領
域
の
相
違
と

い
う
よ
り
も
む
し
ろ
、
河
川
、
山
脈
な
ど
に
よ
る
交
通

の
便
不
便
と
い
う
よ

う
な
も
の
で
あ
る
」
(大
林

二

九
九
〇
　
二
四
〇
～
二
四
二
)
と
述

べ
て
い
る
。
ひ
と
ま
ず

こ
れ
を
前
提
と
し
て
、
朝
鮮
半
島

に
お
い

て
地
域
性
を
形
成
す
る
と
考
え
ら
れ
る
歴
史
的
要
因
と
自
然
環
境
的
要
因
に
つ
い
て
言
及
し
て
お
こ
う
。

1
　
歴
史
的
要
因

こ
こ
で
朝
鮮

の
歴
史
を
詳
述
は
で
き
な

い
が
、
七
世
紀
に
国
家
と
し
て
統

一
さ
れ
、
そ
の
後
王
朝
が
変
わ
り
、
繰
り
返
し
継
起
す

3



る
各
時
代
の
中
国
文
化

の
影
響
を
受
け
て
き
た
が
、
十
四
世
紀
末
に
李
氏
朝
鮮

に
な

っ
て
か
ら
は
中
央
集
権
的

な
支
配
の
下
で
数
百

年
に
わ
た
り

一
元
的
な
歴
史
を
辿

っ
て
き
た
と
い
え
よ
う
。

　
し
か
し
、
そ
の
歴
史
意
識
に
お

い
て
は
、
七
世
紀
以
前
の
三
つ
の
王
国
、
高
句
麗

・
百
済

・
新
羅
の

「伝
統

継
受
の
思
想
」
が
強

く
反
映
さ
れ
て
き
て
い
る
。
「慶
州
と
全
州
と
平
壌
と
、
こ
の
三

つ
の
地
は
、
伝
統
的
精
神
を
継
受
し
て
き
た
。
嶺
南

(慶
尚
道
)
・湖

南

(全
羅
道
)
の
両
南
に
お
け
る
人
心

の
相
違
や
、
平
壌
周
辺

(平
安
道
)
の
風
土
や
文
物
の
特
色
に
、
は
る
か
今
日
に
ま
で
、
そ
の

余
韻
を
認
む
る
に
難
く
な
い
の
で
あ
る
」
(中
村

日
一
九
七

一　

四
七
)。
こ
う
し
た
歴
史
意
識
は
、
現
実
の
地
域
格
差
や
地
域
感
情

の

理
由
づ
け
と
し
て
強
く
作
用
し
、
全
羅
道
と
慶
尚
道

の
間
に
あ
る
対
抗
心
を
説
明
す
る
と
き
、
そ
の
理
由
を
百
済
と
新
羅
の
確
執
に

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　る
　

求
め
る
こ
と
が
往

々
に
し
て
あ
る
。

4

　
2
　
自
然
環
境
的
要
因

　
自
然
環
境
と
し
て
は
第

一
に
地
形
に
よ
る
地
域
区
分
が
あ
る
。
半
島

の
東
部
は
、
低
山
性
の
山
地
と
浅
い
谷

と
が
発
達
し
、
分
水

界
は
著
し
く
東

に
偏
し
、
海
岸
平
野
は
ほ
と
ん
ど
な

い
が
、
西
部
は
、
長
く
緩
や
か
な
川
が
流
れ
、
平
野
が
至

る
と
こ
ろ
に
あ
る
。

ま
た
海
岸
線
も
、
東
海
岸
は
出
入
り
が
乏
し
く
、
沿
岸
に
は
ほ
と
ん
ど
島
を
欠
き
、
海
は
急

に
深

い
の
に
反
し
、
南

・
西
海
岸
は
出

入
り
が
極
め
て
多
く
、
島
も
無
数
で
、
海
は
遠
浅
で
あ
る
。

　
第
二
に
気
候
に
よ
る
地
域
区
分
が
あ
る
。
現
在

一
般
的
に
使
用
さ
れ
て
い
る
気
候
区
分
に
よ
れ
ば
、
大
き
く
は
南
部

の
温
帯
気
候

と
北
部
の
冷
帯
気
候
に
分
け
ら
れ
、
北
部
は
南
北

の
気
温
差
に
よ

っ
て
中
部
と
北
部
に
分
け
ら
れ
て
い
る
。
さ
ら
に
小
区
分
と
し
て
、

そ
れ
ぞ
れ
西
海
岸
型
、
内
陸
型
、
東
海
岸
型
に
分
け
ら
れ
、
大
陸
性
が
強

い
蓋
馬
高
原
型
と
海
岸

の
影
響
を
常

に
受
け
る
南
海
岸
型

が
加
え
ら
れ
て
い
る
。



　

こ
う
し
た
自
然
条
件
に
適
応
し
て
生
業
の
区
分
が
な
さ
れ
る
。
農
業
区
分
で
は
、
中
部
以
南

に
お

い
て
、
西
部
の
平
野
で
は
従
来

か
ら
農
業
が
発
達
し
、
こ
と
に
湖
南
地
方
は
米

の
産
地
と
し
て
知
ら
れ
て
い
る
。

一
方
、
東
部

で
は
洛
東
江
の
流
域
で
米

の
ほ
か
麦

が
生
産
さ
れ
る
が
、
そ
の
他
は
山
地
で
あ
る
。

こ
う
し
た
違

い
は
、
土
地
所
有
形
態
の
相
違
を
生
み
、
社
会
階
層
の
構
成
に
お
い
て

も
違

い
を
見
せ
て
き
た
。

　

さ
ら
に
解
放
後
に
、
東
部
の
嶺
南
地
方
で
工
業
化
が
進
め
ら
れ
た
の
に
対
し
、
西
部
の
湖
南
地
方
で
は
開
発
が
遅
れ
、
交
通
網
の

整
備
と
も
関
連
し
、
東
部
の
工
業
地
域
に
比
し
て
西
部
の
経
済
は
停
滞
性
を
示
し
て
お
り
(閨
俊
植

　
一
九
七

一
)、
両
者
の
問

に
経
済

的
な
地
域
格
差
が
生
じ
て
い
る
。

二
　
地
域
区
分

こ
う
し
た
歴
史
的
要
因
と
自
然
環
境
的
要
因
に
基
づ

い
て
、
朝
鮮
半
島
で
は
こ
れ
ま
で
次

の
よ
う
な
地
域
区
分
が
な
さ
れ
て
き
た
。

1　 地域性 と歴史

　

1
　

「道
」

　
古
来
、
朝
鮮
で
は
風
水
地
理
説
に
よ
り
地
脈
を
精
密
に
検
討
し
、
分
水
界
あ
る
い
は
山
脈
が
行
政
区
画
に
利
用
さ
れ
、
李
朝
初
期

に
威
鏡
、
平
安
、
黄
海
、
江
原
、
京
畿
、
忠
清
、
慶
尚
、
全
羅

の
入
道
制
が
し
か
れ
た
。
こ
の
朝
鮮
八
道
の
地
形
や
気
侯
、
産
業

.

交

通
の
状
況
、
人
間

の
気
質
、
名
勝
、
各
地
に
伝
わ
る
故
事
な
ど
は
李
重
換
に
よ
る

『択
里
志

(朝
鮮
八
域
誌
)
』
に
記
載
さ
れ
て
い

る
。
甲
午
改
革
後

の

一
八
九
六
年
に
、
行
政
的
に
威
鏡
、
平
安
、
忠
清
、
慶
尚
、
全
羅
の
五
道
を
そ
れ
ぞ
れ
南
北
二
道
に
分
け
た
十

三
道
制
を
し
き
、
現
在
は
南
北

の
両
国
家
に
お
い
て
九
道
ず

つ
の
行
政
区
画
を
行

っ
て
い
る
。

5



6

朝鮮半島の道名と地方名



　

2
　
北
部

・
中
部

・
南
部
と
東
部

・
西
部

　
朝
鮮
半
島
は
ソ
ウ
ル
か
ら
元
山
に
至
る
撤
再
嶺
地
溝
帯
を
境
と
し
て
北
部
と
南
部
に
分
か
れ
、
北
部
は
狼
林
山
脈
を
境
と
し
て
威

鏡
道
中
心
の
東
北
部
を
関
北
と
よ
び
、
平
安
道
を
中
心
と
し
黄
海
道
を
含
め
た
西
北
部
を
関
西
と
よ
ぶ
。
京
畿
道
、
江
原
道
、
忠
清

道
を
中
部
地
方
と
し
、
全
羅
道
、
慶
尚
道
、
済
州
島

(現
在
は
済
州
道
を
な
す
)
を
南
部
地
方
と
す
る
。
ま
た
京
畿

.忠
清
両
道
を
さ

し

て
畿
湖

(あ
る
い
は
忠
清
道
を
湖
西
)、
江
原
道
を
関
東
、
全
羅
道
を
湖
南
、
慶
尚
道
を
嶺
南
と
よ

ぶ

(谷
浦

二

九
八
六
　
四
六

九
)。

三
　
地
域
性
に
関
す
る
従
前
の
研
究

　

こ
う
し
た
地
域
区
分
を
踏
ま
え
て
、
民
俗
学

・
民
族
学
的
視
点
か
ら
地
域
的
差
異
に
つ
い
て
言
及
さ
れ
た
主
な
研
究
を
概
観
し
て

　

　
コヨ

み
よ
う
。

I　　f也±或イ生と歴史

　
1
　
方
言

　
韓
国
語

の
地
域
的
差
異
は
済
州
島
を
除

い
て
は
そ
れ
ほ
ど
大
き
く
は
な

い
が
、

一
応
、
北
部
方
言

(平
安
道
方
言

.
威
鏡
道
方

言
)、
中
部
方
言
、
南
部
方
言

(全
羅
道
方
言
・慶
尚
道
方
言
)、
済
州
道
方
言
の
四
な
い
し
六
方
言
に
分
け
ら
れ
る

(高
大
民
族
文
化
研

究
所

　
一
九
八
〇
　

一
八
〇
～
一
八
四
)。

7



　
2
　
衣
食
住

　

【郷
土
食
】　

「八
道
名
産
物
」
「八
道
味
楽
」
と
い
う
言
葉
に
表
さ
れ
る
よ
う
に
、
各
道

に
お
け
る
特
産
物

の
紹
介
が
な
さ
れ
る
が

(文
化
財
管
理
局

二

九
八
七
)
、
食
事
内
容
の
違

い
は
宮
中
料
理
と
庶
民
の
料
理
と
い
う
階
層
差
が
大
き

い
。

　
【民
家
】　
韓
国
の
民
家
型
の
分
類
に
つ
い
て
は
諸
説
あ
る
が

(張
保
雄

二

九
八

一
、
金
光
彦

"
一
九
八
八
)
、
複
列
型
民
家
が
分
布

す
る
北
東
部
と
単
列
型
民
家
が
分
布
す
る
南
西
部
、
お
よ
び
済
州
島
型
に
大
区
分
す
る
こ
と
が
で
き
よ
う
。

8

　
3
　
社
会
構
造

　
【家
族
】　
家
族
の
規
模

・
構
成
に
つ
い
て
は
も

っ
ぱ
ら
都
鄙
の
差
異
が
強
調
さ
れ
、
地
域
差
に
つ
い
て
の
言
及
は
あ
ま
り
な
い
が
、

済
州
島
は
半
島
部
に
比
べ
て
明
ら
か
に
小
規
模
で
単
純
な
構
成
を
統
計
的
に
も
示
し
て
お
り

(崔
在
錫

　
一
九
八
二
　

一
七
～
六
三
)
、

夫
婦
単
位

の
世
帯
的
色
彩
が
強

い
こ
と
が
知
ら
れ
て
い
る

(佐
藤

口
一
九
七
三
、

一
九
七
六
)。

　
李
光
奎
は
家
系
継
承

の
方
法
に
着
目
し
て
、
家
長
権

・
主
婦
権
の
生
前
譲
渡
と
部
屋
の
引
き
渡
し
を
特
長

と
す
る

「東
南
型
11
隠

　
　　ニ

居
型
」、
そ
れ
ら
を
す

べ
て
死
後
譲
渡
す
る

「
西
部
型
11
終
身
型
」、
家
系
を
継
承
す
る
長
男
は
最
初
に
世
帯

を
始
め
た
と
き
か
ら
独

立
し
た
家
長
権
を
所
有
す
る
「済
州
型
"
独
立
型
」
、
そ
し
て
結
婚
と
同
時
に
息
子
は
分
家
す
る
が
、
す
べ
て

の
息
子
が
分
家
し
た
後

長
男
は
再
び
父
母
と
同
居
し
家
系
を
継
承
す

る

「
そ
の
他

(成
鏡
道
)
11
再
帰
型
」

の
四
類
型
を
設
定
す

る

(李
光
奎

　
一
九
七

五
)
。
こ
の
う
ち
、
部
屋

の
引
き
渡
し
と
関
連
し
て

「
東
南
型
」
と

「西
部
型
」
と
に
家
屋
構
造

の
相
違
が
あ
る
と
指
摘
し
て
い
る

が
、
民
家
研
究
の
成
果
と
重
ね
合
わ
せ
た
検
討
は
な
さ
れ
て
い
な
い
。

　
【婚
姻
】　
婚
姻
規
制

の

一
つ
と
し
て
、
縁
を
重
ね
る
と
い
う
意
を
も

つ

「
ヨ
ン
ジ

ュ
ル
婚
」
に
つ
い
て
の
報
告
が
あ
る
。

こ
の

一

定
地
方

の
支
配
者
層
に
位
置
づ
け
ら
れ
る
複
数
の
氏
族
が
、
通
婚
グ
ル
ー
プ
を
形
成
し
、
仲
媒
を
介
し
て
相

互
に
婚
姻
関
係
を
む
す



地域性 と歴史

 

1

び
、
婚
戚
関
係
を
重
複
さ
せ
る
結
婚
形
態
が
慶
尚
北
道
の
旧
両
班
層

に
見
ら
れ
る
と

い
う

(山
中

　
一
九
八
二
)。

　

【親
族
・村
落
類
型
】　
日
本
で
は
親
族
論
が
地
域
類
型
論
と
し
て
展
開
さ
れ
た
の
に
対
し

(上
野

二

九
八
六
)
、
韓
国

で
は
も

っ
ぱ

ら

「両
班
」
と

「常
民
」
と
い
う
階
層
に
関
し
て
論
議
さ
れ
て
き
た
。

　
そ
の
な
か
で
・
金
宅
圭
は
早
く
か
ら

「韓
国
基
礎
文
化

の
地
域
類
型
性
研
究
」
に
着
手
し
、
慶
尚
道
安
東
郡
の
両
班
村
の
モ
ノ
グ

ラ

フ
を
表
し
た

(金
宅
圭

二

九
六
四
)
。
し
か
し
、
そ
の
金
自
身
が
そ
の
後
述

べ
て

い
る
よ
う

に
、
「
韓
国
の
村
落
類
型
と
し
て
仮
定

し
た
同
姓
結
合
的
村
落
と
各
姓
契
聚
的
村
落
の
両
者
に
つ
い
て
、
そ
の
地
域
差

の
有
無
に
関
し
て
は
直
接
調
べ
て
い
な

い
し
、
ま
た

あ
ま
り
調
査
も
さ
れ
て
い
な
い
」
し
、
「
韓
国
の
村
落
調
査
に
お
い
て
は
、
日
本

の
村
落
類
型
論
と
地
域
性
の
理
論
に
対
比
し
う
る
傾

向

に
は
そ
の
研
究
方
向
は
進
め
ら
れ
な
か

っ
た
」

(金
宅
圭

二

九
八
二
　
二
六
八
)。

　

た
だ
、
そ
の
分
布
に
つ
い
て

「
現
在
、
筆
者

の
考
え
で
は
、
全
国
的
に
入
り
交
じ

っ
て
分
布
し
て
い
る
か
、
あ
る
い
は
、
今
の
と

こ
ろ
確
言
は
で
き
な
い
が
、
著
名
な
同
族
村
落
の
周
辺
に
各
姓
村
落
が
と
り
ま
く
よ
う
な
形
で
混
在
し
て
い
る
よ
う

に
も
思
わ
れ
る
」

と
示
唆
す
る
と
と
も
に
、
脚
注
で
善
生
永
助

の

『朝
鮮

の
聚
落
』
に
ふ
れ
、
「
こ
れ
が
韓
国
に
お
け
る
同
姓
部
落
の
地
域
的
分
布
の
特

徴

を
示
す
も
の
と
受
け
取
る
に
は
同
族
村
落
と
同
族
集
団
の
区
別
の
曖
昧
さ
な
ど
の
問
題
が
あ
る
」
と
断
り

つ
つ

「
彼
の
い
わ
ゆ
る

同
族
村
落
が
慶
尚
南
・北
道
に
こ
と
さ
ら
多
く
分
布
し
て
い
る
状
況
は
あ
る
程
度

つ
か
め
る
」
と
し
て
い
る

(金
宅
圭

二

九
八
二
　
二

六
八
)。
他
方
、
「
茅
亭
」
と

い
う
部
落
共
同
の
休
息
・集
会
所
が
全
羅
道

に
集
中
し
て
存
在
す
る
と
い
う
こ
と
に
つ
い
て
、
崔
在
律
は

「
茅
亭
は
対
内
的
平
等
性
と
対
外
的
封
鎖
性
を
そ
の
属
性
と
す
る
部
落
共
同
体

の
産
物
と
し
、
民
村
に
多
く
班
村
に
は
ま
れ
で
あ
る
」

(崔
在
律

二

九
六
六
　
二
八
)
こ
と
を
指
摘
し
て
い
る
。
そ
の
意
味
で
は
、
慶
尚
道
す
な
わ
ち
嶺
南
地
方
は

「両
班
」
的
性
格
が
濃

く
、
全
羅
道
す
な
わ
ち
湖
南
地
方
は

「常
民
」
的
性
格
が
濃

い
と
い
え
る
か
も
し
れ
な

い
。

　

こ
の
よ
う
な
地
域
の
性
格
づ
け
と
と
も
に
、
村
落
類
型
論
と
の
関
連
で
地
域
性
を
考
察
す
る
に
は
、
「班
村
」
「民
村
」

の
概
念
を

9



明
ら
か
に
し
た
う
え
で
、
同
じ

「
班
村
」
あ
る
い
は

「民
村
」
で
あ

っ
て
も
地
域
に
よ

っ
て
ど
の
よ
う
に
異

な
る
の
か
、
た
と
え
ば

慶
尚
道
と
全
羅
道
と

い
う
よ
う
な
異
な
る
地
域
の

「班
村
」
あ
る
い
は

「民
村
」
同
士
の
比
較
研
究
を
す
る

こ
と
に
意
義
が
あ
る
の

で
は
な

い
だ
ろ
う
か
。

io

 

　
4
　
農
耕
儀
礼

　
社
会
組
織
に
お
い
て

「地
域
性
研
究
」
は
中
断
し
た
か
に
見
え
た
金
宅
圭
は
近
年
、
「筆
者
が
試
図
し
て
い
る

一
連
の
研
究
は
韓
国

の
基
層
文
化
領
域
を
韓
国
文
化
を
構
成
す
る
様

々
な
文
化
要
素
の
分
析
を
通
じ
て
設
定
し
て
み
る
こ
と
に
あ

る
。
そ
し
て
こ
の
焦
点

は
韓
国
の
基
層
文
化
領
域
を
設
定
す
る
最
初
の
試
図
と
し
て
、
重
要
な
基
層
文
化
要
素
と
見
る
こ
と
の
で
き
る
歳
時
風
俗
と
こ
れ
に

随
伴
す
る
民
俗
芸
能

の
構
造
に
表
れ
る
文
化
領
域
の
特
性
に
つ
い
て
論
及
し
て
み
る
も
の
だ
」
(金
宅
圭

日
一
九
八
五
　
四
四
七
)
と
し

て
、
農
耕
儀
礼
を
中
心
と
し
て
韓
国

の
基
層
文
化
領
域
を
設
定
す

べ
く
仮
説
を
提
示
し
た
。
そ
れ
は
、
水
稲
栽
培
を
行

い
、
秋
夕

つ

ま
り
八
月
十
五
夜
を
主
な
祭
り
と
す
る
「
秋
夕
圏
」
、
五
穀
栽
培
、

こ
と
に
焼
畑
耕
作
を
特
徴
と
し
、
五
月
五

日
の
端
午
を
主
な
祭
り

と
す
る

「端
午
圏
」
、
五
穀

の
栽
培
と
水
稲
耕
作
が
混
合
し
、
端
午
と
秋
夕
が
と
も
に
重
要
で
あ
る

「秋
夕
・
端
午
複
合
圏
」
と
い
う

三
領
域
で
あ
り
、
「秋
夕
圏
」
は

い
わ
ば
古
代

の
百
済
、
「端
午
圏
」
は
高
句
麗
、
「複
合
圏
」
は
新
羅

の
領
域
に
ほ
ぼ
相
当
し
て

い

る
。
そ
し
て
こ
れ
ら
の
領
域
に
お
い
て
、
ク
ッ
(巫
俗
祭
儀
)
の
系
統
と
そ
の
担
当
者

で
あ
る
巫
蜆
の
主
た
る
名
称
と
成
巫
過
程
、
請

拝
ま
た
は
奉
祀
さ
れ
る
神
と
使
用
さ
れ
る
主
要
楽
器
、
そ
し
て
ク
ッ
を
構
成
し
て
い
る
主
た
る
芸
能
に
つ
い
て
そ
れ
ぞ
れ
の
特
徴
を

示
し
て
い
る

(金
宅
圭

　
一
九
八
五
)
。

　

こ
の
他
農
耕
に
関
し
て
、
村
山
智
順
の

『
繹
璽

・
祈
雨

・
安
宅
』
(
一
九
三
八
)
を
資
料
と
し
、
祈
雨
祭
の
地
域
的
差
異
が
指
摘
さ

れ
て
い
る
。
京
畿

・
江
原
道
を
境
界
と
し
て
中
部
以
南
と
以
北
で
祈
雨
祭
の
行
わ
れ
る
場
所
、
犠
牲
動
物
、
期
間
、
司
祭
者
に
違
い



が

あ

る

(高
大

民
族

文
化

研
究
所

　
一
九
八

二
b

　
三

四
七

～
三

四
八
)
。

1　 地 域性 と歴 史

　

5
　
人
生
儀
礼

　

人
生
儀
礼
に
関
し
て
は

『礼
書
』
に
書
か
れ
た
儀
礼
と
実
際

の
慣
行
と
の
相
違

に
研
究
の
主
眼
が
お
か
れ
て
き
た
が

(張
哲
秀

二

九
八
四
)、

こ
こ
で
は
地
域
差
に
つ
い
て
言
及
さ
れ
た
も
の
を
記
し
て
お
こ
う
。

　

【婚
礼
】　
慶
尚
道
で
は
新
郎
が
婚
礼
に
負
担
す
る
の
が
多

い
の
に
対
し
て
、
全
羅
道
で
は
新
婦
が
新
郎
側
に
贈
る
礼
物
が
多
く
嫁

入
り
道
具
も
多

い
と
い
う
こ
と
は
、

一
般
に
よ
く
知
ら
れ
て
い
る
。

　

こ
の
ほ
か
婚
俗
に
お
い
て
は
、
新
郎

が
新
婦
の
家
に
行
き
、
そ
の
後
新
郎
の
家
に
行
く
ま
で
の

「干
帰
」
の
期
間
に
地
域
差
が
見

ら
れ
、
「
小
礼
後
当
日
干
帰
を
行
な
う
の
は
海
岸
島
唄
地
帯

で
あ
る
」
と
い
う
。
ま
た

「済
州
島
で
は
韓
国
的
婚
俗
と
は
大
き
く
異
な

る
類
型
に
属
す
る
婚
俗
を
も

っ
て
い
た
」
(李
光
奎

二

九
八
五
　

一
六
九
～

一
七
二
)
と
い
う
。

　

【葬
礼
】　

「草
墳
」
と
呼
ば
れ
る
二
重
葬
制
が
、
李
朝
末
期
ま
で
は
全
国
的
分
布
を
見
せ
て
い
た
が
、
現
在
は
半
島

の
西
南
部
と
西

南
島
唄
部
に
残

っ
て

い
る

(李
杜
鉱

二

九
七
三
)
(西
村

　
一
九
八
四
)。

　

【祖
先
祭
祀
】　

こ
れ
は
儀
礼

の
あ
り
方
と
い
う
よ
り
、
相
続

・
継
承
と
い
っ
た
族
制
と
の
関
連
で
考
察
さ
れ
る
べ
き
で
あ
る
が
、

「
韓
国
社
会
に
お
い
て
典
型
的
な
祭
祀
で
あ
る
長
子
単
独
奉
祀
が
確
立
し
た
の
は

一
八
世
紀
以
降
で
あ
り
、
一
七
世
紀
半
ば
ま
で
は
子

女
輪
回
な
い
し
子
女
分
割
に
よ
る
奉
祀
が

一
般
的
で
あ
る
と
さ
れ
て
い
る
。
と
こ
ろ
で
長
男
が
祭
祀
を
継
承
す
る
儒
教
式
祭
祀
と
は

異
な
る
祭
祀
の
分
割
が
、
内
陸
地
方
の
山
間
地
域
や
漁
村
、
島
嗅
地
方
と
い
っ
た
辺
境
地
域
に
見
ら
れ
る
」
と
い
う
指
摘
が
あ
る

(呂

重
哲

　
一
九
八
〇
)。

こ
れ
に
つ
い
て
は
さ
ら
に
、
伊
藤
亜
人
に
よ
っ
て
珍
島
に
お
け
る

「忌
祭
祀

の
分
担
」

(伊
藤

　
一
九
八
三
)
が
、

竹

田
旦
に
よ

っ
て
済
州
島
、
珍
島

に
お
け
る

「分
割
祭
祀
」

(竹
田

　
一
九
八
四
)
が
報
告
さ
れ
て
い
る
。

11
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6
　
信
仰

　
【巫
俗

(シ
ャ
ー
マ
ニ
ズ
ム
)】　
巫
俗
に
関
す
る
研
究
は
数
多

い
が
、
金
泰
坤
は

「韓
国

の
巫
堂
を
機
能
上

か
ら
見
る
と
、
A
巫
堂

型
、
B
丹
骨
型
、
C
神
房
型
、
D
明
斗
型
の
4
類
型
に
分
け
ら
れ
る
が
、
巫
堂
型
は
中

・
北
部
地
域
、
丹
骨

型
は
湖
南
地
域
、
神
房

型
は
済
州
島
、
明
斗
型
は
湖
南
地
域

(嶺
南
と
中
北
部
地
域
に
も
散
発
的
に
分
布
)
に
そ
れ
ぞ
れ
分
布
し
、
さ
ら
に
大
き
く
は
中
.北
部

に
見
ら
れ
、
降
神
に
よ
る
神
病
体
験
を
通
し
て
成
巫
す
る
降
神
巫
と
、
南
部
に
見
ら
れ
、
司
祭
権

の
世
襲
に
よ
り
人
為
的
に
成
巫
す

る
世
襲
巫
と
に
分
け
ら
れ
る
」

(金
泰
坤

"
一
九
八
二
　
五
四
～
五
五
)
と
述
べ
て
お
り
、
こ
の
降
神
巫
と
世
襲

巫
の
地
域
的
分
布
は
通

説
に
な

っ
て
い
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

オブ　
　
かわや

　
【家
神
信
仰
】　
祖
霊
、
三
神
、
成
主
、
竈
王
、
岱
主
、
業
、
厨
神
、
守
門
神
、
そ

の
他

の
九
種
が
全
国

に

一
様
に
存
在
し
て

い

る
。
た
だ
済
州
島
の
み
は
形
態
も
名
称
も
全
般
的
に
大
き
く
差
異
を
も

つ
。
ま
た
湖
南
が
穀
倉
地
帯
の
た
め
か
稲
作
儀
礼
性
が
強
く

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

うまや

芸
能
性
も
強

い
ほ
か
、
嶺
南
の
龍
ダ
ン
チ
、
江
原
道
山
岳
地
帯
の
隈
養
間
神

(厩
神
)
な
ど
多
少
色
合

い
の
違

い
も
あ
る
が
、
そ
う
大

き
な
特
異
性
を
も

つ
わ
け
で
は
な

い

(高
大
民
族
文
化
研
究
所

　
一
九
八
二
a
　

一
二
七
～

一
二
八
)。

　
7
　

「道
民
性
」

　
古
来
か
ら
八
道
ご
と
に
、
人
心
を
そ
の
自
然
環
境
に
讐
え
て
、

「威
鏡
道
　
泥
田
闘
狗
、
平
安
道
　
猛
虎
出
林
、
黄
海
道
　
石
田
耕
牛
、
江
原
道
　
厳
下
石
仏
、
京
畿
道

　
鏡
中
美
人
、
忠
清
道

清
風
名
月
、
慶
尚
道
　
泰
山
喬
岳
、
全
羅
道
　
細
柳
春
風
」
と
表
し
て
き
た
。

こ
れ
が
今
日
に
お
い
て
も
語

り
継
が
れ
、
強
く
意
識

さ
れ
て
い
る
。
こ
う
し
た
気
質
は
、
「威
鏡

・平
安

の
人
は
性
質
強
硬
勇
桿
に
し
て
軍
人
に
適
し
、
全
羅
の
人

は
技
芸
に
長
じ
て
美
術



工
芸
に
適
し
、
忠
清

・
京
畿

の
人
は
智
謀
弁
才
に
長
じ
て
政
治
に
適
し
、
慶
尚

・
江
原
の
人
は
淳
厚
質
朴
な
る
文
学
の
才
あ
り
、
黄

海

の
人
は
理
材
に
秀
で
商
業
に
適
す
L
(『開
關
』
大
正

一
四
年
七
月
号
)
と
い
う
記
事
に
あ
る
よ
う
に
職
業

の
適
性
に
関
し
て
も
言
わ

れ
て

い
る
。

　

こ
う
し
た
言
い
伝
え
に
対
し
、
金
在
恩
は
韓
国
人
の
意
識
と
行
動
様
式
に
関
す
る
調
査
の
中
で
、
地
域
対
立
を
あ
お
る
よ
う
な
「道

別
差
異
は
強
調
し
な

い
よ
う
に
」
と

い
う
配
慮
を
し

つ
つ
、
「地
域

(成
長
地
)
に
よ
る
差
異
と
し
て
は
、
巷
間
言
わ
れ
る
よ
う
な
全

羅
道
と
慶
尚
道
で
は
対
照
的
で
は
な
く
、
江
原
道
と
済
州
島
の
間
で
最
も
顕
著
で
あ
る
」
(金
在
恩

二

九
八
七
　
二
四
二
～
二
五
九
)

と
述
べ
て
い
る
。

四
　
地
域
性
研
究
の
課
題

　
以
上
、
そ
れ
ぞ
れ
の
項
目
に
お
い
て
地
域
差
を
生
じ
さ
せ
た
要
因
に
つ
い
て
詳
細
な
検
討
が
必
要
で
あ
る
が
、
こ
こ
で
は
こ
れ
ら

を
お
し
な
べ
て
韓
国

の
地
域
性
研
究
が
も

つ
問
題
と
課
題
に
つ
い
て
指
摘
し
て
お
こ
う
。

I　　f也f或性 と歴 史

　

1
　
内
陸
部
と
海
岸
部
/
中
心
と
周
辺

　
人
生
儀
礼

の
項
目
か
ら
見
ら
れ
る
よ
う
に
、
地
域
区
分
の

一
つ
の
あ
り
方
と
し
て
、
内
陸
部
と
海
岸
部
が
想
定
さ
れ
る
。
内
陸
部

と
沿
岸

・
島
喚
部
と
い
う
生
態
学
的
条
件
の
差
、
あ
る
い
は
農
業
を
生
業
す
る
文
化
と
漁
業
を
生
業
と
す
る
文
化
の
差
と
し
て
捉
え

る

こ
と
が
で
き
よ
う
。

　

こ
れ
に
関
し
て
伊
藤
は

「儒
教
倫
理
の
普
及
に
伴

っ
て
形
成
さ
れ
た
階
級
的
伝
統
に
は
、
中
央
と
の
政
治
的
距
離
に
応
じ
て
各
地

13



方
ご
と
に
か
な
り
の
地
域
差
が
見
ら
れ
る
。

(中
略
)
階
級
的
伝
統
の
こ
う
し
た
地
域
差
は
、
生
活
様
式

の
地
方
差
の

一
因
と
も
な

っ

て
お
り
L

(伊
藤

二

九
八
〇
　
三

一
五
)
と
述
べ
、
儒
教
倫
理
の
教
化

の
展
開
の
差
と
し
て
捉
え
て
い
る
。
こ
と
に
儒
教
式

に
行
わ
れ

た
伝
統
的
な
人
生
儀
礼
で
は
、
儒
教
の
浸
潤
度

に
よ
り
相
違
が
出
て
く
る
こ
と
が
考
え
ら
れ
る
。
そ
の
意
味

で
は
儒
教

の
浸
潤
と
い

う

「時
代
性
」
を
鑑
み
れ
ば
、
内
陸
部
と
海
岸
部
と
い
う
区
分
は

「中
心
」
と

「周
辺
」
と
い
う
区
分
に
置
き
換
え
て
捉
え
る
こ
と

も
で
き
る
。

i4

 

　
2
　
済
州
島
の
特
異
性

　

い
く

つ
も
の
項
目
で
済
州
島

の
特
異
性
が
指
摘
さ
れ
、
強
調
さ
れ
て
い
る
。
こ
れ
に
対
し
て
崔
在
錫
は
親
族
組
織
の
あ
り
方
に
お

い
て

「済
州
島

の
親
族
組
織
が
、
陸
地

(半
島
部
)
の
常
民
、
賎
民
、
漁
村
や
島
喚
地
域

の
親
族
組
織
間
に
相
違
点
が
あ
る
と
い
っ
て

も
、
こ
の
相
違
は
陸
地
農
村
と
の
相
違
点
に
比
べ
れ
ば
大
き
く
な
く
、
し
た
が

っ
て
韓
国

の
親
族
組
織

の
性
格
を
大
き
く
二
大
別
す

る
と
陸
地
両
班
の
も
の
と
そ
の
他
の
地
域
な
い
し
階
層

の
二
つ
に
分
け
ら
れ
る
の
で
は
な
か
ろ
う
か
」
(崔
在
錫

二

九
七
九
　

一
三
)

と
述
べ
、
儒
教
的
伝
統

の
存
否

・
強
弱
、
経
済
的
貧
富
の
差
異
に
よ
る
相
違
を
指
摘
し
て
い
る
。

　
こ
の
よ
う
に
済
州
島
が
両
班
モ
デ

ル
か
ら
外
れ
た

「
周
辺
」
と

い
う
区
分
の
中
に
捉
え
ら
れ
る
の
か
、
あ

る
い
は
済
州
島

の
特
異

性
が
独
自

の
も
の
で
あ
る
か
、
済
州
島
と
そ
の
近
隣
島
峨
な
ど
と
の
比
較
が
望
ま
れ
る
。
ま
た
済
州
島

の
研
究
に
お
い
て
は
、
そ
の

内
陸
部
と
海
岸
部
、
東
部
と
西
部
の
差
異
も
考
察
さ
れ
ね
ば
な
ら
な

い
。

3
　
基
層
文
化
領
域
論
と
の
関
連

地
域
性

の
研
究
を
進
め
る
う
え
で
、
基
層
文
化
の
領
域
に
つ
い
て
の
説
は
参
考
と
な
ろ
う
。
農
耕
儀
礼

の
項
目
で
述

べ
た
よ
う
に



金

宅
圭
は

「秋
夕
圏
」
「端
午
圏
」
「複
合
圏
」

の
三
領
域
を
設
定
し
、
古
代
文
化
、
神
話
、
生
産
、
民
俗
信
仰
、
民
俗
演
戯
、
民
俗

遊

戯
な
ど
の
文
化
要
素
を

「韓
国
基
層
文
化
領
域
と
文
化
要
素
」
と
い
う

一
覧
表
に
し
て
仮
説
を
提
示
し
て
い
る

(金
宅
圭

二

九
八

五
　
四
五
五
)。
こ
の
文
化
領
域
は
百
済
、
高
句
麗
、
新
羅
と
い
う
古
代
の
政
治
領
域
と
ほ
ぼ
対
応
し
て
お
り
、
古
代
か
ら
の
基
層
文

化

の
系
統
的
多
元
性
が
示
さ
れ
て
い
る
が
、
考
古
学

の
成
果
と
も
照
合
さ
せ
た
う
え
で

一
つ
の
シ

ェ
ー

マ
と
し
て
叩
き
台
に
な
ろ

、∵　

こ
の

一
覧
表
に
お
い
て
、
家
族

・
親
族

・
婚
姻
や
通
過
儀
礼
と
い
っ
た
文
化
要
素
は
空
欄
に
な

っ
て
お
り
、
ま
ず

こ
れ
を
埋
め
る

作
業
が
進
め
ら
れ
、
さ
ら
に
こ
こ
に
羅
列
さ
れ
た
文
化
要
素
間
に
い
か
な
る
有
機
的
連
関
が
あ
る
か
が
考
察
さ
れ
る
べ
き
で
あ
ろ
う
。

1　 地 域性 と歴 史

　

4
　
韓
国
社
会
の
均
質
性

　
前
述

の

一
覧
表
の
中
で
家
族

・
親
族
と
い
っ
た
族
制
が
空
欄
に
な

っ
て
い
る
の
は
、
そ
れ
ら
の
研
究
が
不
十
分
で
あ
る
と

い
う
こ

と
も
あ
ろ
う
が
、
社
会
組
織
に
お
け
る
均
質
性
の
高
さ
と
い
う
こ
と
に
そ
の
理
由
が
あ
ろ
う
。

　
末
成
は
、
韓
国
の
社
会
組
織
の
う
ち
、
従
来
典
型
と
さ
れ
て
い
た
も
の
か
ら
外
れ
る
も
の
を
若
干

の
事
例
を
中
心
に
紹
介
し
、
両

班

モ
デ
ル
か
ら
の
変
差

の
幅
を
示
し
つ
つ
も
、
「韓
国
社
会
に
お
け
る
均
質
性
の
強
さ
が
感
じ
ら
れ
る
」
(末
成

　
一
九
八
六
　

一
一
八
)

と
述

べ
て
い
る
。
そ
の
要
因
に
つ
い
て
金
宅
圭
は

「
日
本
は
地
域
性
と
い
う
も
の
が
く

っ
き
り
表
れ
る
素
地
を
生
態
学
的
に
も
地
形

的

に
も
も

っ
て
い
る
。
韓
国
は
あ
る
意
味
で
同
心
円
的
に
あ
ら
ゆ
る
も

の
が
広
が
り
得
る
状
況
に
あ
る
」
と
い
う
自
然
条
件
と
、
「村

落

形
成
の
歴
史
的
過
程
」
と
い
う
歴
史
的
条
件
と
に
お
け
る
日
本
と
韓
国

の
違

い
を
示
唆
し
て

い
る

(金
宅
圭

二

九
八
六
　

=
二

一
)
。

　

こ
の
韓
国
社
会
の
均
質
性
の
高
さ
は
、
日
本
社
会
に
お
け
る
多
様
性
と
比
し
て
、
そ
れ
自
体
が
大
き
な
特
色
で
あ
り
、
こ
の
違

い

15



は
韓
国
と
日
本
に
お
け
る
社
会
統
合
の
あ
り
方
の
相
違
も
示
し
て
い
る
。
日
本
で
は
、
歴
史
的

.
自
然
的
条
件

の
相
違
に
よ
っ
て
地

域
に
よ
る
多
様
性
が
生
ま
れ
、
多
元
的
に
統
合
さ
れ
て
き
た
の
に
対
し
、
韓
国
で
は
李
氏
朝
鮮
以
降
、
儒
教

に
よ
る

「
正
統
的
な
」

伝
統
が
形
成
さ
れ
、

一
元
的
に
統
合
さ
れ
る
と
い
う
歴
史
的
条
件
に
強
く
規
定
さ
れ
て
き
た
。
日
本
社
会
が
融
通
性
を
も

っ
て
状
況

に
対
応
し
て
い
る
の
に
対
し
、
韓
国
社
会
は
規
範
を
遵
守
し
、
そ
れ
に
拘
束
的
で
あ
る
と
も

い
え
よ
う
。

16

 

　

5
　
周
辺
諸
地
域
と
の
関
連

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　　　

　
あ
る
民
俗
慣
行
に

つ
い
て
自
国

の
み
な
ら
ず
周
辺
諸
地
域
と
の
比
較
で
捉
え
よ
う
と
す
る
試
み
が
あ
る
。
例
え
ば
、
竹
田
は

「済

州
島
な
ど
海
岸
部
で
み
ら
れ
る
韓
国

の
分
割
祭
祀
と
、
こ
れ
と
同
種
の
慣
行
で
あ
る
日
本
に
お
け
る
分
牌
祭
祀
と
の
比
較
」
(竹
田

　

一
九
八
四
　
五
二
)
や

「韓
国
の
習
俗
を
中
心
に
東
ア
ジ
ア
に
お
け
る
死
霊
結
婚
の
比
較
」
(竹
田

　
一
九
八
七
)
に
つ
い
て
今
後
の
課

題
を
示
唆
し
て
い
る
。
ま
た
江
守
は
日
本
の
婚
姻
成
立
儀
礼
が
韓
国

の
そ
れ
と
対
応
性
を
示
し
て
い
る
こ
と
を
指
摘
し
、
そ
の
中
で

「結
婚
式
当
日
に
嫁
の
引
き
移
り

(新
行
)
が
行
わ
れ
、
し
か
も
三
日
目
に
婿
同
伴

で
嫁
の
里
帰
り
が
行
わ
れ
る
と
い
う
日
韓
両
国
に

共
通
の
婚
姻
慣
習
は
、
そ
の
分
布
領
域
が
両
国

の
相
接
す
る
朝
鮮
海
峡
を
め
ぐ
る
地
帯
で
あ
る
こ
と
に
か
ん
が
み
、
文
化
史
的
関
連

性
の
蓋
然
性
は
極
め
て
大
き

い
」

(江
守

二

九
八
二
　

一
一
七
)
と
述
べ
て
い
る
。

　

こ
う
し
た
比
較
に
お

い
て
は
、
文
化
史
的
関
連
性
と
と
も
に
、
自
然
環
境
や
生
態
学
的
条
件
が
留
意
さ
れ
な
け
れ
ば
な
る
ま
い
。

国
家
と

い
う
歴
史
的
条
件
を
超
え
て
生
態
学
的
条
件
を
同
じ
く
す
る

「沿
海
文
化
」
を
設
定
す
る
な
ら
ば
、
済
州
島
と
対
馬
海
峡
を

挟
む
対
馬
、
五
島
列
島
に
お
け
る
民
俗
慣
行

の
比
較
、
日
本
海
文
化
に
お
け
る
「
日
本

の
山
陰
地
方
と
朝
鮮
半
島
東
南
部
と
の
関
係
」

(大
林

二

九
九
〇
　
二
六
〇
)
、
あ
る
い
は
黄
海
や
東
シ
ナ
海
を
め
ぐ
る
比
較
な
ど
、
日
本
や
中
国
と

い
っ
た
周
辺
諸
地
域
と
の
比
較

研
究

へ
と
敷
術
さ
れ
る
で
あ
ろ
う
。



1　 地域性 と歴 史

　

こ
れ
ま
で
韓
国
に
お
い
て
地
域
性
が
あ
ま
り
論
じ
ら
れ
な
か
っ
た
の
は
、
そ
れ
が
朝
鮮
半
島
で
の
分
断
国
家
論
に
結
び
つ
く
と
か
、

国
内
に
お
い
て
も
地
域
格
差
お
よ
び
地
域
感
情
に
結
び
つ
く
と
い
う
、
政
治

・
社
会
的
タ
ブ
ー
と
さ
れ
て
き
た
こ
と
に

一
つ
の
理
由

が
あ
ろ
う
。
と
同
時
に
、
そ
れ
が
体
系
的
に
論
じ
ら
れ
る
だ
け
の
資
料
の
整
備
が
な
さ
れ
て
い
な
か

っ
た
と

い
う
学
問
的
な
理
由
も

あ
ろ
う
。

　

日
本
に
お
け
る
地
域
性
研
究
は
、
民
俗
学
に
よ
る
膨
大
な
基
礎
的
資
料
の
蓄
積
が
そ
の
前
提
と
し
て
存
在
し
て
い
た
。
韓
国
に
お

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　ロ
　

い
て
も
近
年
、
各
地
方
に
お
い
て
郷
土
研
究
の
気
運
が
高
ま

っ
て
い
る
。
ま
た
文
化
財
管
理
局
に
よ
り
各
道

ご
と
の

『全
国
民
俗
綜

合
調
査
報
告
』、
お
よ
び
衣
、
食
、
住
、
農
楽

・豊
漁
祭

・
民
謡
、
巫
儀
式
、
礼
節

の
各
篇

が
刊
行
さ
れ
、
精
神
文
化
研
究
院
か
ら
各

道

ご
と
の

『韓
国
口
碑
文
学
体
系
』
、
国
立
民
俗
博
物
館
か
ら
各
地
方
の

「長
柱
・ソ
ッ
テ
」
に
つ
い
て
の
調
査
資
料
が
刊
行
さ
れ
る

な
ど
、
全
国
的
な
資
料
が
収
集
さ
れ
つ
つ
あ
る
。
こ
う
し
た
資
料
か
ら
、
民
俗
分
布
地
図
の
作
成
や
統
計
的
資
料
の
分
析
を
通
し
て

地
域
差
を
明
ら
か
に
し
、
地
域
性
を
考
察
す
る
た
め
の
基
礎
的
資
料
が
整
備
さ
れ
る
こ
と
が
望
ま
れ
る
。

　
そ
し
て
、
何
よ
り
も
民
俗
誌
の
作
成
が
重
要
で
あ
る
。
地
域
性
の
解
明
と
は
、
場
所
を
共
通
に
し
て
所
在
す
る
事
象
は
何
ら
か
の

地
域
的
関
連
を
も

つ
と
い
う
前
提
に
た
ち
、
そ
の
地
域
を
構
成
す
る
自
然

・
人
文

・
社
会

に
わ
た
る
諸
要
素
の
相
互
の
関
連
を
明
ら

か
に
す
る
こ
と
で
あ
る
。
日
本
民
俗
学
に
お

い
て
地
域
民
俗
学
が
標
榜
さ
れ
た
よ
う
に
、
個
々
の
民
俗
事
象
を

一
つ
の
束
と
し
て
考

え
、
こ
れ
を
伝
承
地
域
と
の
有
機
的
連
関

の
な
か
で
構
造
的
に
把
握
す
る
こ
と
が
望
ま
れ
る
。

　

こ
う
し
た
具
体
的
な
事
実
に
基
づ
く
資
料
の
積
み
重
ね
に
よ

っ
て
こ
そ
、
地
域
性
が
本
格
的
に
検
討
さ
れ
る
基
礎
が
で
き
る
に
ち

が

い
な

い
。
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註(
1
)　

自
然

人
類
学

、
言

語
学

、
地

理
学

か
ら
も

尾
本

を
中

心

と
し

て

『
日
本

人

の
地
域
性

に
関

す

る
研
究
方

策

の
検
討

』
と
題
す

る
共
同

研

　
究

が

な
さ

れ

て

い
る

(尾
本

臼
一
九

八

二
)
。

(
2
)　

従

前

の
村

落

構
造
類

型
論

に

つ
い
て
は
上

野

(
一
九

八
六
　

二

三
～

二
六
)

が
簡
潔

に
整
理

し

て

い
る
。

(3
)　

「
文
化
人

類
学

か
ら

見

た
日
本

人

の
地
域
性

」

に

つ

い
て

は
、
祖

父
江

(
一
九

八

二
　

四
九

～
五

二
)
を
参

照

。

(4
)　

地

域
的
格

差

や
地
域

感
情

は
近

年

に
な

っ
て
む

し
ろ
強

調

さ
れ

て

い
る
感

が
あ
り
、

そ

の
要

因

は
現

在
的

問
題

に
あ

る
と
も

い
え

る

　
が
、

「
高
麗

王
朝

が
政
治
的

意
図

に
よ

り
、

風
水

地
理
説

に
則
り
、

全
羅

道
を

「
背
逆

の
地
勢

」
と

し

た
と
す

る
も

の

で
あ

る
L

(金
両

基

　

　

一
九

八
八

)
、

「
一
五

八
九
年

の
全

州
人

鄭
汝

立

の
謀
反

事
件

(己
丑

の
獄
)
以
来
、

全
羅

道

が
逆
賊

郷

に
な

っ
た
と

い
う

こ
と

が
尾
を

引

い

　
て

い
る
」

(古

田
博
司

　
一
九
八

八
　

一
七
七

)
と
歴

史
的
要

因
を

挙
げ

る
も

の
も

あ

る
。

こ
う

し

た
歴

史
的
要

因

も
、
韓

国

人

の
歴

史
観

　
を
考
慮

す

る
と
、

あ
な

が
ち

否
定

で
き

な

い
。

(
5
)　

大

林

は
日
本

の
文

化
領

域
設
定

に
お
け

る
物
質

文
化

研
究

の
立

ち
遅

れ
を

指
摘

し

て

い
る

が

(大
林

　
一
九

九
〇

　

一
三

)
、
韓
国

に

　
お

い
て
も
同

じ
状

況

で
あ

る
。
ま

た

口
碑

伝
承

の
研
究

は
盛

ん

で
あ

る
が
、
地
域

性

に

つ
い
て
言
及

し

た
研
究

は
極

め

て
稀

で
あ
る
。
な

お

焼

畑
耕
作

を

行
う

「
火

田
民
」

に

つ
い
て
は
、

本
稿

で

は
言
及

し
な

い
。

(6
)　

こ

の

「
隠
居

」
を

め
ぐ

る
記

述

に

つ
い
て

は
、

崔
在

錫
を

は
じ

め
異

論

が
出
さ

れ

て

い
る
。

こ
の
議
論

に

つ
い
て
は
、

竹

田

二

九

八

〇

)
を
参

照
。

(7
)　

各
道

に

お
け

る
人

の
気

質

・
意
識

構
造

に

つ
い
て
は
、

　
文

石
南

『
全
南

人

91
意

識
構

造
』

大
旺

杜

　

↓
九

八
四

年
。

朴
桂

弘

「
忠
南

人
釧
道

民
気

質
酬

対
魁

民
俗

学
的
考

察
」

『忠

大
論

文
集
』

九
　

人

文
社
会

篇
、

一
九

七
〇

年
な

ど

が
あ

る
。
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(
8
)　

朝
鮮

民
族

文
化

を

形
成
し

た
基

層

文
化

と
し

て
、
依

田

は
、

(
1
)
東
北

ア

ジ
ア
系

狩
猟

・
漁
携

民
文

化
、

(2
)
北

方
系

焼
畑

栽
培

・

　
狩

猟
民

文
化

、

(
3
)
南

方
系
雑

穀
焼

畑
栽

培
民

文
化

、

(
4
)
水

稲
栽

培

(畑
作

複
合

)
・
漁

携
民

文
化

、

(
5
)

ア

ル
タ
イ

系
遊

牧

民

文

　
化

、

の
五

つ
を

想
定

し

て

い
る

(依

田

　
一
九

八
四
　

四
八

一
～
四
九

四
)
。

(9
)　

近
年

、
日
韓

両
国

に
お

い
て
比

較

民
俗
学

が
標
榜

さ
れ

て

い
る
が
、
そ

の
方
法

論

に

つ

い
て

は
改

め
て
検

討
さ

れ
な

け
れ

ば
な

ら
な

い

　
と
考

え

る
。

(
10
)　

政

治

・
経
済
的

問

題
を

は
じ

め

一
般

社
会

の
出

来
事

の
中

で
も

出
身

地
域

が
強
く

意
識

さ

れ
、
そ

れ
に

よ
る
閥

が
作

ら
れ

た
り

、
例
え

　
ば
韓
国

プ

ロ
野
球

の
隆

盛

の
要
因

に
も
地

域

フ
ラ

ン
チ

ャ
イ
ズ

制

の
導

入
が
挙

げ
ら

れ
る
。

こ
う

し

た
地
域

格
差

や
地

域
感

情

に
関

し

て

　
は
、
次

の
よ
う

な

文
献

が
出

さ
れ

て

い
る
。

　
文

石
南

「
地
域

隔
差

外

葛
藤
引

関
琶

尋

研
究
」

『
韓
国

社
会

学
』

一
八
　

一
九
八

四
年

、

一
八
四

ー
二
〇

九
頁

。

　
　

　
　

「
地
域

葛
藤

斗

地
域
格

差
」

『
韓
国

社
会

斗
葛

藤

潮
研
究

』
現

代
社
会

研
究

所
、

]
九

八
五

年
、

一
三

四
-

一
七

六
頁
。

高

興
化

『
資
料

呈
望

名

韓

国
人
到

地

域
感

情
』
星

苑
杜

、

一
九

八
九

(11
)　

八

〇
年
代

の
韓

国

に
お
け

る
民

俗

へ
の
関
心

の
高

ま
り

に

つ
い
て
は
、

拙
稿

(朝
倉

　
一
九

八
七
)

を
参

照
。

参
考
文
献

I　　f也土或1生 と歴 史

〈
韓
国
語

〉

張
　

保

雄

『韓

国
潮

民
家

研
究

』
宝

晋
斎
出

版
社

、

]
九
八

一
年

(佐

々
木

史
郎

訳

『韓
国

の
民
家
』

古

今
書

院
、

「
九
八
九

年

)
。

張
　

哲

秀

『韓

国

伝
統
社

会
潮

冠
婚
喪

祭

』
韓
国

精
神

文
化

研
究

院
、

一
九

八
四
年

。

崔
　

在

錫

『済

州
島

到
親

族
組

織
』　

一
志
社

、

一
九
七

九
年

。

『現

代
家

族
研

究
』

一
志
社

、

一
九
八

二
年
。
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崔
　

在
律

「
茅

亭

・1
農

村

社
会

経
済
司

司
剋

影
響

」

『湖

南
文
化

研

究
』

四
、
全

南
大
学

校

、

一
九

六

六
年
、

一
-

六
七

頁
。

金
　

在
恩

『韓

国
人
到

意

識
斗

行

動
様

式
』

梨
花

女
子

大
学
校

出
版

部
、

一
九

八
七
年

。

金
　

光
彦

『
韓
国

到
住

居

民
俗
誌

』
民
音

社

、

一
九
八
八

年
。

金

　
泰

坤

「
韓
国

巫

俗
到

地
域
的

特
徴

」
金

仁
會

『韓

国
巫

俗
潮

綜
合

的
考

察
』
高
麗

大
学
校

民
族

文
化

研
究

所
、

一
九

八
二
年

、

三

一
-
五

　

　

　
　

五

頁
。

金

　
宅

圭

『
同
族

部
落
潮

生

活
構
造

研

究
』
青
丘

大
学

新
羅

伽

椰
文
化

研
究
院

、

一
九

六
四
年

(伊

藤

亜
人

・
嶋
陸
奥

彦

訳

『韓

国

同
族
村

落

　

　

　
　

の
研
究
』

学
生

社
、

一
九

八

一
年
)
。

　

　

　
　

『韓

国
農

耕
歳
時

潮

研
究
』

嶺
南

大

学
校
出

版
部

、

一
九
八

五
年

。

高
大

民
族

文
化

研
究

所

『韓

国

民
俗

大
観

一　

社

会
構

造

・
冠
婚

喪
祭

』
、

一
九
八

〇
年

。

　

　

　
　

『韓
国

民

俗
大

観
三
　

民
間

信
仰

・
宗

教
』
、

一
九
八

二
年

a
。

　

　

　
　

『韓
国

民

俗
大
観

五
　

民
俗

芸
術

・
生

業
技

術
』
、

一
九

八

二
年
b

。

李
　

光
奎

『韓
国

家
族

の
構

造

分
析
』

一
志

社
、

一
九

七
五

年

(
服
部

民
夫

訳

『韓

国
家

族

の
構
造

分
析

』
国

書
刊

行
会

、

]
九

七

八
)
。

　

　

　
　

『
韓
国

人

潮

一
生

』
蛍

雪
出

版
社

、

一
九
八

五
年
。

閨

　
俊
直

「
湖
南

地

域
釧
構

造
的

停
滞

性
到

要
因

分
析

」

『地

域
開

発
研

究
』

三

～

一
、
全

南
大

学
校

一
九

七

一
年
、

一
-

二

一
頁
。

文
化

財
管

理
局

『
韓
国

民
俗

綜
合
調

査
報

告
書

(郷
土
飲

食
篇

)
』

文
化

公
報
部

文
化

財
管

理
局

、

一
九
八

七
年

。

呂
　
重

哲

「
祭
祀

分
割

相
続
酬

関

耐

一
考

」

『
人
類

学
研

究
』

一
、

嶺
南
大

学
校

、

一
九
八

〇
年

、

二

一
-

五
四

頁
。

〈
日
本

語

・
英
語
〉

朝

倉
敏

夫

「
韓
国

民
俗

学

の
現
状
」

『民

俗
学

評
論

』
二

七
、

一
九
八

七
年

、

一

]
1

二
〇

頁
。

江
守
五

夫

「
日
本

の
婚
姻
成

立
儀

礼

の
史
的

変
遷

と
民

俗
ー

韓
国

と

の
対

比

に
お

い
て
」

『モ

葉
史

学
』

一
、

一
九
八

二
年
、

九

三
1

一

一
七

zo



1　 地域性 と歴 史

　
　
　

　
頁

。

古

田
博

司

『
ソ
ウ

ル
の
儒
者

た
ち

』
草

風
館

、

一
九

八

八
年
。

伊
藤

亜
人

「
両
班

の
伝

統

と
常
民

」

『中

央

公
論
』

九
五

～
四

、

一
九
八
〇

年

、
三

一
ニ
ー

三

]
九
頁

。

　
　
　

　

「
儒
礼

祭
祀

の
社

会
的

脈
絡

」

『儀

礼

と
象
徴

』
九

州
大

学
出

版
会

、

一
九

八
三

年
、

四

一
五
-

四
四

二
頁
。

金
　

宅
圭

「
韓

・
日
両
国

の

い
わ

ゆ
る

『
同
族

』
村
落

に
関

す

る
比
較

試
牧

」
江

守
五

夫

・
崔
龍

基

編

『韓

国

両
班
同

族
制

の
研

究
』
第

一
書

　
　
　

　

房
、

一
九

八
二
年

、

二
六
七

⊥

二
五

六
頁
。

　
　
　

　

「
討

論
1

『
韓
国

の
社

会
組

織
』

を

め
ぐ

っ
て
」

竹
村

卓

二
編

『
日
本
民

俗
社

会

の
形
成

と
発

展
』

山

川
出

版
社

、

一
九
八

六

年
、

　
　
　

　

一
三
〇

ー

一
四
五
頁
。

金
　

両
基

「全

羅
道

に
対

す

る
地
域

差
別

と
風

水
地

理
説

」
辻
村

明

・金

両
基

編
著

『異

文
化

と

の
出
会

い
』
北
樹

出
版

、

一
九

八

八
年
、

三

　
　
　

　

〇

ー
五

二
頁
。

李

　
杜

鉱

「
草
墳
」

中

根
千
枝

編

『
韓
国

農
村

の
家

族

と
祭
儀

』
東
京

大
学

出

版
会
、

一
九

七
三

年
、

一
-

一
一
頁
。

z
餌
σq
p・
ω三
舞

》
z
.
帥

界

↓
。
暮

§

(Φ
量

扇

愚

§

ミ

b
§

§

§

帖ミ
ミ

§

§

ミ

ミ

o
ミ
ミ
ミ

ω
①
昌
『
島

9
昌
。
一。
・・
一。
鋤
一
。。
け
二
臼
①
ω

　
　
　

　

一
倉

一
㊤
○◎
県

中

村

栄
孝

『
朝
鮮

-
風

俗

・
民
族

・
伝
統

』
吉

川

弘
文
館

、

一
九
七

一
年
。

西
村

美
恵

子

「
韓
国

の
草
墳

ー
研

究
史

か
ら

の
再

検
討
」

『民

俗
学

評
論

』
二

四
、

一
九
八

四
年

、
五

六
ー
七

一
頁

。

大
林

太
良

『東

と
西
　

山

と
海
1

日
本

の
文

化
領

域
』

小
学

館
、

一
九
九
〇

年

。

尾
本

恵
市

『
日
本

人

の
地

域
性

に
関
す

る
研
究
方

策

の
検
討

』
文
部

省
科

学
研

究
費

補
助
金

研

究
成

果
報
告

書
、

一
九
八

二
年

。

佐
藤

信

行

「
済
州
島

の
家

族
1

0
村

の
事

例

か
ら
」
中
根

千
枝

編

『
韓
国

農
村

の
家
族

と
祭

儀
』
東
京

大
学

出
版

会
、

一
九

七
三
年

、

一
〇

九

　
　
　

　

-

一
四

五
頁
。

zi



　

　
　

　

「
済
州

島

の

『サ

ド

ン
』
」

『南

島
』

}
九

七
六
年

、

二

一
九

ー
二

三

一
頁

。

祖

父
江
孝

男

『県

民
性

-
文

化
人

類
学
的

考
察

』
中

央
公
論

社
、

一
九

七

一
年
。

　

　
　

　

「
文
化

人

類
学

か
ら
見

た

日
本
人

の
地
域

性
」
尾
本

恵
市

『
日
本

人

の
地

域
性

に
関
す

る
研

究
方
策

の
検

討
』

}
九

八

二
年
、

四
九

　

　
　

　

-
七

四
頁
。

末

成
道

男

「
韓
国

の
社
会

組

織
1

そ

の
ヴ

ァ
リ

エ
ー

シ

ョ
ン
を

め
ぐ

っ
て
」

竹
村
卓

二

編

『
日
本
民

俗
社
会

の
形

成

と
発

展
』

山

川
出

版
社

、

　

　
　

　

一
九
八

六
年

、

一
〇

一
-

一
二
三
頁

。

竹
田
　

旦

「
韓
国

家
族

に
お

け
る

『
隠
居

』

に

つ

い
て
」

『
日
本

民
族

文
化

と
そ

の
周

辺
　

歴

史

・
民
族
篇

』
新

日
本

教
育

図
書

出
版

、

一
九

　

　
　

　
八
〇

年

、
六
〇

七

1
六

二
九

頁
。

　

　
　

　

「
韓
国

に
お
け

る
祖

先
祭

祀

の
分
割

に

つ
い
て
」

『
民

俗
学

評
論
』

二
四
、

一
九
八

四
年

、
三

ニ
ー

五
五
頁

。

　

　
　

　

「東

ア
ジ

ア
に
お
け

る

死
霊
結

婚
-

韓
国

の
習

俗
を
中

心

に
」

『
茨
城

大
学
教

養
部

紀
要

』

一
九
、
一
九
八

七
年

、
=

ニ
ー

三

九

頁
。

谷

浦
孝

雄

「
地
域

区
分
」

伊
藤

亜

人
他
監

修

『
朝
鮮

を
知

る
事
典

』
平

凡
社

、

一
九
八

六
年

、
四

六
九

頁
。

上

野
和

男

「
日
本

民
俗

社
会

の
基

礎
構
造

ー

日
本
社

会

の
地
域

性
を

め
ぐ

っ
て
」
竹
村

卓

二
編

『
日
本

民

俗
社
会

の
形
成

と
発
展

』
山
川
出

版

　

　
　

　
杜

、　
}
九
八

六
年
、

二

三
ー

四
六
頁

。

山
中
美

由
紀

「
韓
国

の

ヨ
ン
ジ

ュ
ル
婚

(磯
o
ロ
"
冒
一ウ
o
コ
)

に
関
す

る

メ

モ
ラ

ン
ダ

ム
」

『
鹿
児
島

経
済

大
学

社
会

学
部

論
集

』

一
、

一
九
八

　

　
　

　

二
年
、

六
三

-
七

三
頁
。

依
田
千

百

子

「
朝

鮮

の
基
層

文
化

と
そ

の
源

流
」

『朝

鮮

民
俗

文
化

の
研
究

』
瑠

璃
書

房
、

一
九
八

五
年

、

四
八

一
i
四

九
四

頁
。

米
山
俊

直

『
小
盆

地
宇
宙

と

日
本

文
化
』

岩

波
書
店

、

一
九
八

九
年
。
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